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㈱T・S・O安全衛生委員会 

 

感染性胃腸炎対策について 

 

感染性胃腸炎は、「O１５７」や「ノロウイルス」など、身近で誰にでもかかる感染症で

す。感染性胃腸炎についてまとめましたので、しっかり対策を行い、健康に過ごしましょ

う。 

 

１．感染性胃腸炎とは 

  細菌(細菌性胃腸炎)、ウイルス(ウイルス性胃腸炎)、などの病原体が腸に感染して、主

に、吐き気、嘔吐、下痢、発熱、腹痛などの症状が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

２．感染性胃腸炎の特徴と代表例 

胃腸炎の種類 菌、ウイルスの代表例 感染源 感染経路 

細菌性胃腸炎 

(別名：食中毒) 

腸管出血性大腸菌( O157 ) 

サルモネラ菌  

腸管ビブリオ 

カンピロバクター 

加熱の足りない肉、生肉、乳製

品、刺身、卵など。 

感染力は弱い。 

主に、流行期間は 6月~9月。 

・経口感染 

 

ウイルス性胃腸炎 ノロウイルス 

ロタウイルス(子供に多い) 

主に、貝類。 

感染力はとても強い。 

主に、流行期間は 10月~2月。 

・経口感染 

・空気感染 

・接触感染 

  ※ウイルス性胃腸炎は、自身で貝類を食べなくても、感染者から容易に感染します。 

  ※空気感染：嘔吐物等へ接近や、クシャミ、咳がかかることで感染。 

  ※接触感染：感染物(人)を触る事で感染。 

 

 

 

 

 

 

 



３．感染性胃腸炎(細菌性、ウイルス性)の予防方法 

  （１）手洗い、うがいをこまめに行いましょう。 

     特に、外出先から戻った時にはしっかり行いましょう。 

  （２）調理をする場合は、しっかり加熱をしましょう。（８５℃、１分間以上） 

  （３）感染した人には近づかないようにしましょう。 

  （４）嘔吐物等に近づかないよう気を付けましょう。（公衆トイレの使用は控える。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．感染性胃腸炎と思ったら 

  （１）就業先へ必ず連絡をしましょう。 

     ※TSOへも必ず連絡をする。 

（２）速やかに、医療機関へ行き、検査を受けましょう。 

  （３）外出する際は、必ずマスクを着用しましょう。(二次感染予防) 

（４）こまめに水分補給をしましょう。 

     ※嘔吐、下痢が続く場合は脱水症状になりやすいため、気を付けましょう。 

  

 

《参考》 

【会社や自宅で感染者が出た場合】 

（１）必ずマスクを着用し、こまめに手洗い、うがいをしましょう。 

  （２）感染者が触れた場所は必ず消毒しましょう。（トイレを含む） 

     ①250倍希釈の次
じ

亜塩素
あ え ん そ

酸
さん

ナトリウム液を用い、雑巾等で手がよく触れる部分、

不特定の人が触れる部分（ドアノブ、手すり、照明スイッチ、テーブル椅

子、床、壁、水道の蛇口、パソコンのキーボード、電話機、便座 など）を

２度拭きしましょう。 

   ②「便器の内側」は、50倍希釈の次
じ

亜塩素
あ え ん そ

酸
さん

ナトリウム液をまんべんなく浸

し、トイレ清掃用のブラシを用いてこすりましょう。30分以上経過した後、

水を流しましょう。 

       ③感染者が着替えた衣類等は、250 倍希釈の次
じ

亜塩素
あ え ん そ

酸
さん

ナトリウム液に 30 分以

上浸した後、通常の洗浄をしましょう。※衣類の脱色に注意しましょう。 

 
 



＜次
じ

亜塩素
あ え ん そ

酸
さん

ナトリウム（市販の漂白剤「ハイター」等）の薄め方＞ 

（３）その他 

嘔吐物等の処理方法については別添資料参照 

「汚物処理のマニュアルカード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● 50倍希釈 （汚物処理等に使用） 

ペットボトルに、市販の塩素系漂白剤をペットボトルのキャップ２杯分( 10ml )を

入れた後、水を満杯まで入れる。 

 

● 250倍希釈 （室内清掃等に使用） 

ペットボトルに、市販の塩素系漂白剤をペットボトルのキャップ半分( 2,5ml )を入

れた後、水を満杯まで入れる。 

 



 

 



 

 


